
（別紙４）

〜 令和 8年 1⽉10⽇
（対象者数） 4名 （回答者数） 3名

〜 令和 8年 1⽉10⽇
（対象者数） ２名 （回答者数） ２名

〜 令和 8年 1⽉10⽇
（対象数） 4か所 （回答数） ２か所

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

センターの⼈材確保。次世代育成が課題。

2

法⼈の中でも他職種で連携をさらに深め、より豊かに専⾨性
が発揮できるように取り組む。

3

地域の⼦どもを対象とした育児相談を開催していく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

次世代育成を⾏っていく。

2

3

障害児保育に乳幼児期から学童期まで関わった職員が訪問し
ている。

対象児童が訪問先施設においてのびのびと楽しく過ごせるよ
う適宜、直接⽀援を⾏っている。

臨床⼼理⼠、⾔語聴覚⼠も在籍しており、専⾨的⽀援が⾏え
る体制がある。

専⾨的⽀援の必要性がある時には、他職種で訪問することが
可能。

必要な時に⼟曜⽇の児童発達⽀援として受け⼊れができる。 育児相談の対応。利⽤者の家庭訪問。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

訪問員の不⾜。 常勤職員の専⾨職員が少ない。

令和 7年12⽉20⽇
○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 8年 1⽉25⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和 7年12⽉20⽇

○事業所名 児童発達⽀援センター通園くじら
○保護者評価実施期間 令和 7年12⽉20⽇
○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


